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ロボティックアーム支援システム
を用いた人工膝関節全置換術

中川 匠 先生演 者 帝京大学

Makoロボティックアーム支援システム（Makoシステム）を用いたTKAには３つの大きな特徴がある。１
つ目は、術前に撮像した下肢CT画像に基づいて作成した3次元骨モデル上で術前計画を立てるEnhanced 
planningである。イメージレスナビゲーションの欠点でもあった大腿骨・脛骨回旋設置の正確性が向上し、
インプラントのオーバーハング、ステムの位置などを確認することも可能である。2つ目は、レジストレー
ション後に可及的に骨棘を切除したのちに実施するdynamic joint balancingである。
膝伸展位と90度屈曲位で徒手的に内外反ストレスを加えることにより、3次
元骨モデル上に計画された骨切りを行った際のギャップを予測することが
可能である。適切な軟部組織バランスの獲得のための、インプラント設置位
置の調整、インプラントサイズの変更をコンピューター上で行うことが可
能である。従来法のTKAでは、大腿骨遠位・脛骨近位の骨切り後にギャップ
の評価を行うという、骨切り後に軟部組織バランス調整を行うプロセスで
あった。Makoシステムではこのプロセスが逆転し、コンピューター上で軟
部組織バランス調整を行った後に骨切りを行うというパラダイムシフトが
起こったといえる。
3つ目の特徴はhaptic機能が備わったロボティックアームによる再現性の
ある骨切りである。骨切りガイドを設置する必要はなく、軟部組織へのダ
メージも少なくでき低侵襲である。近年、下肢冠状面アライメントのCPAK
分類には個人差があることが明らかにされ、mechanical alignment法で
は良好な軟部組織バランスの獲得が困難な症例があることが示唆された。
MakoシステムによるTKAでは、患者個々の解剖学的特徴を反映した術前
計画を、実際の軟部組織バランスを考慮して調整する functional alignment
法を適応することが可能である。
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